取付設置説明書 


Panasonic 


a 適応 IH クッキングヒーター表 _ ) 

•キッチン高さ対応 800〜8日0に対応 


ビルトインオーブンレンジ 


単相 2 0 0 V 


品 

(黒仕様） 

NE - DB 800 P 

NE - DB 800 WP 

番 

(シルバー仕様） 

NE - DB 801 P 

NE - DB 801 WP 


但し、下記部材使用で、高さ90□対応可能。 

♦ビルトイン機器台輪 【 AD - F 日 0 K 】 づ「部材センター」扱い 
•キッチン奥イ T さタオ応曰00、6己0、700、7已〇にタオ応 


■ 一般流し台巧応 


Oil ) この製品は単相 200 V 仕様でず。取付設置の前に必ず電源電圧をご確認ください。 

(ま 2) この製品は、後ち排気ち式を採用していますので、同時設置する IH クッキングヒーターは機種 
び限定されます。本説明書の [3 I 項の「適応 IH クッキングヒーター表」でご確認ください。 


取付設置される 
ちへのお願い 


•電源工事び10 0 V で工事されている場を、表示管に 「 H 04」 表示び出ます。 

必ず、電気工事ご担当者に電源工事の見直しをご依頼ください。 

• この器具を正しくま全にご使用いただくために、指定された取付設置を行ってください。 
• 適応 IH クッキングヒーター LU 外の組み合せや、設置条件を外れた設置に関しては保証できません。 
• 試運転を必ず巧い、取扱説明書に従ってお客様に正しい使い方をご説明ください。 

• この説明書は I H クッキングヒーターとの排気筒接続完了まで保管し、設置完了後必ず 
お客様にお渡しください。 

• 取付設置説明書に従わなかったために生じた故障-事故などについては責任を負いかねまず。 


CE まを上のご注意 


(取付設置上のごを意）必ずお守りください。 


•取付設置の前に、この「安全上のごミち意」をよくお読みのうえ取付設置してください。 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 


■誤った使い方をしたときに生じる危害や損喜の程度を区分して、説明しています。 


上記「トッププレート幅日 Ocm タイプ 」I H クッキングヒーター（ビルトインタイプ）を使用し、下記別販部材 
との併用で、一般流し台に対応でさます。 

(を）但し、本機器及び I H クッキングヒーターの左ち両側面露出の設置はお避けください。 

また、ち側面または左側面の片面露出での設置の場合は、別途ご相談ください。 

•適用機種 上記「トッププレート 60 cm タイプ」全機種（を.「7已 cm タイ:7」は巧応できません。） 

• 組合わせに必要な別販部材 

奥行さ已已 □ 用据置用枠 【 AD - KZ 038 目-已已】づ「部材センター」扱い 
奥行さ已70用据置用枠 【 AD - KZ 038 目-己7】づ「部材センター」扱い 
•キッチン高さ対応 8( D ( D 〜8日0に対応 

•キッチン奥行さ対応上記 r 別販部材」使用で、已已0 • 已70に対応 


( US ) 

この製品は 、I H クッキングヒーターとの排気筒接続作業を必要とするため、下記の点ごを意ください。 

(ミ主 1) 前パネル（別販部材）等を使用しての組合わせ設置はでさません。 

(注 2)(1] 項の図中「*22引のキッチン組込み時の寸法は、22己〜 230 mm になっていることび必要です。 

(巧 J 一 図項により高さ調節すると、ほぼこの高さになります。）排気筒接続作業の前に寸法をご確認 
のラえ、異なる場合は修正をお願い致します。 


A ち睽 

「死 t や重症を負ラおそれび大さい内容」です。 

A 警告 

「死 t や重症を負ラおそれびある内容」です。 

A 注意 

「傷害を負ラことや、財産の損害び発生するおそれびある内容」です。 

■お守りいただく内容を;夕の図記号で説明しています。 （次は図記号の例です。） 

0 ® ® 

してはいけない内容です。 

〇@ 

実行しなければならない内容です。 

A ち検 




絶対に分解-修理-改造は行わない 

义災•感電-けびの原因になります。 


A 善告 


〇 


取付設置はこの r 取付設置説明 
書」に従って確実に行う 


設置に不備びあると機器の損傷や、感電-义災の原 
因となることびあります。 


e 


アースを確実に取り付ける 


アース線接続 

故障や漏電の時に感電するおそれびあります。 


〇 


電気配線工事は法令等に従って 
必ず r 法的有資格者」が行ラ 


工事不備びあると機器の損傷や感電-义災の原因に 
なることびあります。 


〇 


必ず指定の電源容量!^ソ上の専用 
回路とする 


他の器具と同時に使用したり、電気容量下の場合 
異常発熱し、义災の原因となります。 


A ミ主意 


〇 


本機器に組み合わせる IH クッキング 
ヒーターの「取付設置説明書」を確認ずる 


IH クッキングヒーター部の設置は、 IH クッキングヒーター 
の「取付設置説日月書」に従い正しく行ってください。 


〇 


取扱説明書は必ずお客様に 
お渡しください 


(S) 


試運転中は、ドア-排気□(コ 
ウシ）等高温部に触れない 


接軸禁止 

やけどのおそれびあ0ます。 


〇 


異常時には直ちに使用を 
中止する 


L ソ下の症状のままで使い続けることは絶対しない 
♦電源を入れてち動作しないことびある 
♦運転中、異常な音びする 
♦本体び変形したり、異常に熱い 


CE 取付設置上のお願い 


义災予防条例、電気設備技術基準18吕条、建築基準法などに従って設置してくださし、。 


• IH クッキングヒーター側の離隔距離については、ご使用の各 IH クッキングヒーターの r 取付設置説明書」 
に従ってください。 

(ミ主）システムキッチンに組み込むド□ップイン IH クッキングヒーターは、必ず指定の IH クッキングヒーターを 
ご使用ください。 

指定外の IH クッキングヒーターの場合、機器の寿命-可燃性壁の温度等保証でさません。 

•本機器を!ルユニット等に直接組み込んでの設置は、絶巧にしないでください。 


■防义上の離隔距離（周囲が可燃性壁の場合) 
•ビルトインオーブンレンジ 




消防法基準適さ組込お 


場所 

離隔距離 
( cm ) 

場所 

離隔距離 
( cm ) 

上ち 

— 

前ち 

— 

左方 

0 

後ち 

2 

ちち 

0 

下ち 

0 


= 2cm な上 


• A 部（機器側面）は密着設置可、目部は密着設置不可です。必ずキッチン奥行き寸法に応じた寸法を 
確保してください。上部は IH クッキングヒーター設置スペースです。上部に IH クッキングヒーター 
外の可燃性壁等を設ける設置は絶対にしないでください。 


•か ! MM 

•製品の一部び、家屋の金属部（壁中のラスメタル等）や家具（システムキッチン等）の金属部と接触しないよラ 
に取り付けてください。 

また、接触するおそれのある場合は、絶縁テープ等で電気的に接触しないよラにしてください。 

(電気設備技術基準已9条により義務づけられています。） 

■この製品を設置する台所び建築基準法に定める〔内装制限を受ける調理室〕に該当する場合は、台所全体につい 
てち内装材の制限を受けます。 

■その他、本体設置の際守っていただきたいこと。 

①水平で安定した場所に設置してください。 

③耐久性などの点から、できるだけ湿気の少ないところを選んでください。 

③ 十分換気のでさるところに設置してください。 

④ 器具のまねりや上部には、エアゾール宙、プラスチック、油、紙類など燃えやすいちのは置かないよラにしてください。 
⑥本体をタイルやモルタルで塗り込まないよラにしてください。 

⑧ワークトップの表面び、ニス引きのものは、変色しますのでお使いにならないでください。 


0 かお寸法図 



電源電圧 

単相20 0 V 

最大消費電力 

3'9 kW 


A 寸法（適応キッチン高さ） 

800〜8日0に対応可能 

巨寸法（本体高さ） 

已7已~巨3己調節可含旨 

C 寸法（収納フタ高さ） 

202〜2巨2調節可能 

D 寸法（ケ込み部高さ） 

已己〜]]已調節可能 

E 寸法（本体奥行さ） 

( F 寸法）一 （ Q 寸法）で調節可能 

F 寸法（適応キッチン奥行さ） 

已已〇〜7已〇に対応可能 


妊 1)*22 己は標準モジュール搞さ22加 m ) の I H クッキングヒータ ー( ビルトインタイス使用の場合の寸法です。 


設置時に隙間を確保する 

ビルトインオーブンレンジの 
カンガルーポケットび開かない 
恐れびあります 


設置時に I H クッキングヒーター下面と操作部上部との隙間を 
已 mml ； (上確保してください。 

已 mmlil 上確保出来ていない場合は、适 J 一回「台枠 U の高さ 
調節」に従って高さを調整してください。 


IH クッキング ヒーター 


り mmliLh 


な 電気工事巧び接地工事 


• IH クッキングヒーター側の電気工事は、各 IH クッキングヒーターの r 取付設置説明書」に従ってください。 

電源容量：単相20 0 V 20 A 1 U 上のこと。 


■電源工事や接地工事は「電気設備技術昼準」な5びに「内線規定」に準じてください。 
■電源は必ず漏電ブレーカー付きの専用回路としてください。 

■アースエ事を必ず行ってください。 


な 適応 IH クッキングヒーター表 


•必ず「アース付さコンセント」をご使用ください。 

■電源コンセント位置（単位： mm ) 


■推奨コンセント 

ノけソニック電工 ㈱ 製下記2タイプのいずれか 


• ビルトインオーブンレンジ NE - DB 800 P - NE - DB 801 P シ U — ズは、指定の当社の IH クッキングヒーター 
(ビルトインタイプ)との組合わせ設置専用の機器です。 

(を）指定政外の組合わせ設置は、キッチンの損傷や機器の故障•異常の原因となりますので、絶対にお避けください。 

■システムキッチン巧庶 

■色タイプ別適応機種 


色区分 

ビルトインオーブンレンジ 

IH クッキング ヒーター 

黒仕様 

NE-D 巨80 0 P シ U - ズ 

商品によっては取り付け出来ない機種びありますので 
適用機種は、最新のカタ □ グにてご確認ください。 

シルバー仕様 

NE - D 巨 80] P シ U - ズ 


じ 


口 

WN 1 日32 :11込型アース付きコンセント 

定格： 

200 V 20 A 




WKS 294 :露出型アース付きコンセント 


〇 

巧 

ブ 


吕〇 0 V 電源位置 


100-200 



コンセントは、左図のよラに電源プラグを 
差し込んだ時コードび下側になるよラに 
取り付けてください。 


























































































































































































































































































O 本化の準備-組み込み作業 


の包装材料を取り外し、取付設置用付属部品を確認する——取付設置の前に必ずご確認くださし、。 

• NE - DB 800 P - NE - D 目 800 WP シ U —ズには、下記の取付設置用付属部品び同捆されています。 

.なお、（※り及び（※到、が3)印部品は、機種の色タイプにより巧質及び色び異なりまず。 


台枠 u 

シュウノウフタ U (ダンボールケースルに同捆） 


ぉ风同 

(ダンボールケース为こ同働 

シュウノウフタ A 

シュウノウフタ目 

固定ボルト 

タッピングネジ 

(機器本体±圆[トプ脱ホ 




(2 本） 

04X12 
に本） 

(※吕） 

ゆ 4x8 (黒） 

(8 本） 

(ネジ装着） 


• 取扱説明書、保証書等びあることを確認し、取扱説明書に基づき調理用付属品びそろっていることを確認してくださし、。 


2.シュウノウフタ A にシュウノウフタ己を取り付ける 



3ストツカー細腊りにシュウノウフタ AU (組立品)を 



シュウノウフタ目をシュウノウフタ A に差込み、シュウノウフ 
夕巨を同捆のネジ （04 X 1 2ネジ）で締付けて固定する。 

(ま 1) シュウノウフタ A 側は長巧ですび、差込側に巧付けて 
固定してください。 

(を 2) 本作業は仮固定とし、已）項で調整後再度固定します。 

〈使用ネジ孔〉 キッチン高さ800の時：一ま下の孔を使用 

キッチン高さ8已日の時：下から日ま目の孔を使用 

参左図のよラに、床面等に置いたシュウノウフタ A の上にストッ 
力一を立てて置き、同捆のネジ(0 4 X 8 黒ネジ)を締付けて固定 
する。（左ち含 '4 本/合計8本） 

• 基準巧©、@の順まで締付けた後、左ちの a、t c を順不同で 
合計8本を締付けて固定してください。 


图台枠 U の高さ調節 



回本体と台枠の固定 


(1) 台枠 U の左ちの可動アシ前後の固定ネジ（左ち各2本) 
を外す。 

(2) 可動アシを矢印ち向に引出す。 

(3) キッチン高さに応じた目盛に、固定アシ端面を合せて、 


外した固定ネジで固定する。 

参高さ調節目盛位置 


キッチン高さ 

800 

8已〇 

860 

対応目盛 

鳩準モジュール高さ220の^ 
り H クッキングヒーター使用の時/ 

已7已 

巨2已 

巨3已 


(ミ主])目盛は] 0 mm 刻みです。数字刻印部分を基準に設定し 
てください。（穴び合ラところで締付ける） 

(を 2) 固定アシ側の已ヶ所の穴を使用し、上下に調整すると 
約 2 mm 単位で、微調整出来ます。 


1.本体を台枠に乗せる 



台枠上面の4箇所の凹部に、本体下面の足ゴム及び底板の凸 
部を、はめ込んで設定する。 


2.本体と台枠 U を固定する（左ち) 



(1) 台枠 U 両側面に設けた固定金具の上側2本のネジをゆる 
める。 

(2) 固定金具下側のネジを外し、矢印ち向に上へ持上げる。 

(3) 外したネジで、固定金具の上側のネジ巧にネジを止め 
る。 

(4) ゆるめた2本のネジをそれぞれ締める。 


4.収納ストツカーを台枠 U に装着する 


ストッカー(組立品) 



(白色) 


( D 左ちのレールをいっぱいまで引さ出す 
②ストッカーを両側のレールに載せる 
(3) カチッと音びするまでゆっくり押し込む 
@再度ストッカーを引き出す 
⑤強くしめる 

参しツ上で装着終了ですび、正常装着状態であることを下記に 
従いご確認 <ださい。 

〈装着後の確認〉 

(1) ストッカーを引さ出して、シュウノウフタ部分を上に持 
ち上げて、レールより外れないこと。（レールより外 
れる場合は、再度強くしめて再確認して下さい。） 

• 別のお認方法：レール先端の樹脂キャップ(白色)び A 部詳細 
図の刻印还)の矢印の位置にあれば正常です。 

(2) ストッカーびスムースに開閉すること。 


己.シュウノウフタ目調整•確認 



(1) ストッカーを閉じた時、床面とのすさまび約「1已 mm 」 
となるよラに、上記 2) 項で締めたネジをゆるめて調整の 
上、締め直して<ださい。 

(2) ストッカーを開いた時、巧面とのすさまび約 riOmm 」 
あることを確認ください。 


な上でビルトインオーブンレンジの設置はひとまず終了です。 
巧に、 IH クッキングヒーターの設置を巧います。 


〇 IH クッキングヒーターの組み込み作業 ) 

■ IH クッキングヒーターの r 取付設置説明書」に従ってください。 


妊 1) IH クッキングヒーターと、ビルトインオーブンレンジの設置の順序は、どちらび先でち構いません。 

•接続□カバーを必5ず外してください。 （詳細は IH クッキングヒーターの取付設置説明書をご覧ください) 
(を 2) IH クッキングヒーターの設置後、ビルトインオーブンレンジのカンガルーポケットの開閉びスムーズか 
ご確認ください。スムーズに開閉出来ない場合は、巧 J 一 医]「台枠 U の高さ調節」に従って高さを 
調整してください。 


〇 

の作業首 


排気筒接続作業 


(IH クッキングヒーターと才ーブンレンジとの接続） 


作業前の確認 

IH クッキングヒーターとビルトインオーブンレンジの前面部び、同一面に揃っていることをご確認ください。 



团天板の調節（本体の奥行きポまの調節） 





機器本体上面に設けた「天板」後部のネジ （2 本）を外し、 
天板を後ちにスライドさせ、キッチンのフ□アキャビネット 
の奥行さ寸法と同じ寸法 （ D ) となるよラに長穴部で調節 
し、ネジで固定する。 

なお、 D 寸法は「外形寸法図」の項の E 寸法と同じです。 


あらかじめ電源を接続した後、後壁に天板び当るまで押し込む。 

• この時、本体前面とキッチン扉前面びほぼ同一となるか 
を確認してください。 

■面び不揃いの場合は、本体を引出して、再度天板を微調 
整してください。 

(を 1) キッチンへの組込みの際は、巧面への傷防止のためダ 
ンボール等を敷いて行って<ださい。 

(を 2) 本作業の段階では、巧面への傷防止のため、 


巨項の 


固定ボルトの取付け（仮装着ち含む）はしないで<だ 
さい。 

(を 3) 本体下部に設けたキヤスターは、キッチンへの組込 
み、及び引出すためのちのです。本体の移動には使用 
しないでください。 

台枠 U の可動アシ前部に固定ボルトをねじ込み、固定ボルト 
の先端び巧面に<い込むよラに固定ボルトを締め付けて、本 
体を巧面に固定する。 

•固定ボルト締め付けの目安 （ @の目安） 

多少くい込ませた状態で、機器本体を前後に力を加えた 
時、本体び床面を動かない程度とし、動くよラであれば 
さらに締めこんでください。 


(を）固定ボルト締め付け後、種々の理由で本体を抜 
さ出す場合は、必ず固定ボルトを外してから行 
つて< ださい。 

固定ボルトをゆるめるだけでは、巧面に傷をつ 
ける恐れびあります。 


盛ミち意} 


■巧面を傷つける恐れあり 


〇 



本体を引さ出す時は固定ボルト2本を必ず外 
して < ださい。 


フ オーブン付属品ストッカーの組立*組込み 

1.台枠 U より、ストッカー（棚部）を抜さ出す 


ストツカー 



①ストッカー（棚部）をいっぱいまで引さ出す。 

◎棚部の両側下部にあるレバー(灰色）を内側に押しなびら 
〇棚部を上に持ち上げる（レール部より外れ、棚部び取り 


出せます。） 

〈要領〉刻印® (レバーづ部に指を置き、指先でその奥に 
設けた欧色のレノ く一を巧して棚を持ち上げます。（お 


刻印@ 



レバー版色） 


(ミ主）双ちの機器の前面び不揃いの場合、「排気筒」の接続びラまくできない場合びあります。 


2排気筒接続手順 


1 . IH クッキングヒーターの排気パネル（左側) 
2. 排気筒の装着 



3. 排気筒を固定する 



をがす 

•図のよラに排気筒は、刻印「上」を上側で手前側とし、排気孔の 
ち面をガイドにして、固定用フランジび排気孔後壁に設けたネジ 
取付座に当るまで差込む。（差込んだ時、排気筒上端び排気孔周 
囲面とほぼ同一面まで下びると 0 K でず） 

(ミ主）但し、接続される排気筒下部のビルトインオーブンレンジの 
排気□部には下図のようにクッションゴムを設けているた 
め、差込んだ手を離すとをか浮をますび問題ありません。 


' ~ r 正常差込状態図（排気筒下端部)> 
参考図 ^が気筒 


排気 □ 


クッシヨンゴム 


， が気ガイド 
機器本体(後部） 


(お願い） 


排気筒び下まで十分下びりさらない場合は、「排気孔」よりの 
ぞさ込み下端部び「排気口」上端部に乗り上げてないか確認し 
て < ださい。 


■排気孔より號さ込みなびら固定用フランジに装着されたネジを 
締め、排気筒を固定ずる。 


4.1 H クッキングヒーターの排気パネルを 
装着する 


1 ) で外した r 排気パネル」を装着ずる。 


—舟受流し台対応の場合 


参ビルトインオーブンレンジの取付設置•手廳ま、本取付設置説明書と全く同じです。 

♦ IH クッキングヒーターは、必ず r 据置枠」を使用し、まずけ居置枠」をビルトインオーブンレンジの上面にネジ止めにて 


固定の後、クッキングヒーターを組み込み、巧 J 項の r 排気筒接続作業」を必ず確実に行ってください。 


V ( a ) r 据置枠」への IH クッキングヒーターの組み込みは、 r 据置枠」の r 取付設置説明書」に従って<ださい。 



〇取付設置完了後の確認 


取扱説明書に従い、取付設置状態の確認と試運転を巧ってください。 

•お願い 

試運乾の前に、オーブン庫内へ同相の調 S 用付属品は、必ず全て出してください。 


確認して頂さたい項目 

確認の判定 

チェック 

(1) 電源は2日日 V となっているか （注 1) 

「 H 04」 表示び出ない 


に) 排気筒は確実に設置されているか（ミ主 2) 

□ースターの排気カバーの浮さびない 


(3) 収納棚は確実にセットごれているか（ミ主 3) 

ドア面と同面までス厶ースに閉まる 


(4) 収納棚はスムースに動作するか （ミ主 3) 

スムースに動作する 


(巳）調理用付属品び揃っているか 

そろっている 


(6) 傷-巧こん-キッチン扉前面との面揃い 

傷•巧こん無く、ほぼ同面に揃っている 


(7) 表示管等の点な確認（を 4) 

正常に点口ずる 


(8) 電子レンジの動作確認（コップに水を入れ、約1分程運転する） 

水びあたたまる 


(9) オーブン動作の確認（オーブン動作で約1分程運転） 

庫内が温かくなる 


(10) カンガルーポケットはスムーズに動作するか 

スムーズに動作する 




(注1 )「 H 04」 表示び出た5、電源び100 V で工事されています。必ず、電気工事担当者に、電源工事の見直しをご依頼<ださい。 

•なお、 rH 04」 表示は誤使用防止のため消えません。消す場合は、専用のブレーカーを切ってください。 

(を 2) IH クッキングヒーターと本機器とを接続する r 排気筒」び確実に設置されていないと、キッチンの損傷や機器の故障•異常の原因と 
な0ます。必ずご確認のラえ、不備の場合は修正 < ださい。 

(注 3) 収納棚び確実にセットされていませんと、閉めたとさ前面び不揃いになると共に、収納棚をあけた状態でオーブンの扉を開いたと 
さ指を詰めを険です。必ず取付設置説明書に基づさ、装着後の確認を行い正常であることをご確認 < ださい。 

(注 4) 表示管は電源巧入後「0」表示び出ますび、ドァーを閉じた状態で約10分間放置すると消えます(未表示状態)び、ドアーを開閉する 
と「0」表示に戻0ます。この操作でのドア開では庫内口は点なしません。（電源自動 OFF 機能採用のため） 


パナソニック株式会社電子レンジビジネスユニット 

干己3日-1188奈良県大和郡山市筒井町800 A 03 1 3-1 U 60 
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